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中国浙江省水産加工考察団来場

　本県と友好提携している中国新注省の漁業調

査団（５人，名簿参照）が県及び県漁連の招き

により来県し，去る１月17日より28日まで12日

間県内各地の水産加工を中心に視察しました。

　当場には22日（火）８時45分に来場，職員一

同熱烈歓迎しました。先ず原田場長より水試の

役割，並びに試験研究の推進方向と重点課題に

ついて説明の後，加工研究室のスタッフを交え

新製品（生利節缶詰，マグロ加工残滓利用ソー

セージ，サバ及びニジマスの積層ブロック等）

を試食しながら質疑応答を約２時間行いました。

　今回は初の水産加工考察団で呉団長以下利用

加工の専門家ですので，質問も漁獲物の鮮度保

持法，鮮度判定法，多脂肺魚の加工技術，食中

毒防止法と幅広く具体的なものが多く，活発な

意見交換が行われました。

　その後約１時間場内施設を見学しましたが，

特に自動分析機器を始め各種加工機器に関心が

深く，型録や取扱説明書等資料の収集を依頼さ

れました。また展示室では生態研究水槽の魚類，

魚礁の模型，展示加工品等について熱心な質問

あることとその成果の普及に全職員が努力して

いることに感心したようです。

　なお，１行は浜名湖分場（19日）及び富士養

鱒場（26日）も視察しました。　（奈良正人）

かおりましたが，当水試の調査研究が高水準で　　　左より
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標本船日報からみた

　　遠州灘海域の人工魚礁について

　福田，浜名地区を中心とした人工魚礁の造成

事業は，昭和39年に大型魚礁（複数以上の漁協

の組合員が利用出来る大きさで，2,500空�程

度）から始められ，昭和42年には並型魚礁（地

元の漁業者のみを対象とした小規模で400空�

程度），さらに昭和54年には大規模の人工礁

（30,000空�以上）と逐次設置され昭和58年ま

での累積規模は80,475空�に達しています。

　魚礁づくりは，栽培漁業の推進と並んで沿岸

漁業の重要課題として積極的に行われてきまし

たが，効果を判定する施策については、全国的

に遅れ，現在，国の水産研究所，水産工学研究

所などで手法の開発が進められています。

　水試では，魚群調査，潜水調査，標本船調査

によって効果の把あくに努めていますが，ここ

では昭和56年度から58年度に実施した標本船調

査による日報資料から人工魚礁の利用状況と魚

礁の空�当り年間漁獲量について推定値を出し

てみました。

　遠州灘海域は，船曳網，底曳網，刺網，延縄，

一本釣等の操業が主に行われ，両地区の年間水

湯量は，昭和56年4,879トン，57年5,122トン

58年6,352トンとなっています。

　魚種としては，シラス（カタクチイワシ，マ

イワシの仔魚），サバ，アジ，イサキ，スズ牛，

クロダイ，マダイ，ヒラメ，カレイ，キス，カ

マス等があげられ，特に，シラスはシラス船曳

網により水湯量全体の90％以上を占めて基幹漁

業となっています。

　遠州灘海域の漁場を魚礁漁場（人工礁，大型

魚礁，並型魚礁）と魚礁外漁場（天然礁，その

他）に区分して漁場別の出漁日数，漁獲量，Ｃ

ＰＵＥ（単位当り漁獲努力量）を第１表に示し

ました。

第１表　漁場別出漁日数・漁獲量・漁獲努力量

年度 標本船数 項　　　　　　目
魚　　　礁　　　漁　　　場 魚礁外

漁　場
合　計

人工礁 大型魚礁 並型魚礁 計

56

年

度

汗

刺網２

出　漁　日　数（日）

比　　　　　率（％）

漁　　獲　　量（kg）

比　　　　　率（％）

漁獲努力量（kg）

　15

　1.5

　532

　0.2

35.5

　　86

　　8.6

10,848

　　3.1

　126.1

　　109

　11.0

26,186

　　7.5

　240.2

　　210

　21.1

37,566

　10.8

　178.9

　　785

　　78.9

310,334

　　89.2

　395,3

　　995

　　100

347,900

　　100

　349.6

57

年

度

径

刺網２

出　漁　日　数（日）

比　　　　　率（％）

漁　　獲　　量（kg）

比　　　　　率（％）

漁獲努力量（kg）

　　49

　4.4

4,586

　2.0

　93.6

　　176

　15.8

11,342

　　5.1

　64.4

　　70

　6.3

5,085

　2.3

　72.6

　　295

　26.5

21,013

　　9.4

　71.2

　　815

　　73.5

202,755

　　90.6

　248.8

　1,110

　　100

223,768

　　100

　201.6

58

年

度

　　　10隻

　　船曳網３

内　底曳網　３

訳

|

一本釣　３

　　剌　網　１

出　漁　日　数（日）

比　　　　　率（％）

漁　　獲　　量（kg）

比　　　　　率（％）

漁獲努力量（kg）

　　68

　7.3

1,860

　1.2

　27.4

　160

　17.1

4,848

　3.1

　30.3

　　90

　9.6

3,770

　2.5

　41.9

　　318

　34.0

10,478

　　6.8

　32.9

　　617

　　66.0

143,979

　　93.2

　233.4

　　　935

　　　100

'154,457

　　　100

　165.2

平

均

値

　　13.3隻

岨

出　漁　日　数（日）

比　　　　　率（％）

漁　　獲　　量（kg）

比　　　　　率（％）

漁獲努力量（kg）

　　44

　4.3

2,326

　1.0

　52.9

　141

　13.9

9,013

　3.7

　63.9

　　90

　　8.9

11,680

　　4.8

　129.8

　　275

　27.1

23,019

　　9.5

　83.7

　　739

　　72.9

219,023

　　90.5

　296.4

　1,014

　　100

242,042

　　100

　238.7



1，出漁日数

　人工礁漁場では昭和56年の15日（1.5％）か

ら58年の68日（7.3％）に増加しています。大

型魚礁でも86日（8.6％）から160日（17.1％）

に伸びましたが，並型魚礁では，109日（11.0

％）から90日（9.6％）に減っています。魚礁

外漁場では，ほぼ横ばい状態です。

　３ヵ年間を平均しますと，人工礁翁日（4.3

％），大型魚礁141日（13.9％），並型魚礁90

日（8.9％）となり全体の27％が魚礁漁場に出

漁しています。

2.漁　獲　量

　人工礁漁場では，昭和56年の532 kg（0.2％）

から58年の1,860 kg（1.2％）にふえています

が，花梨魚礁では26,186kg（7.5％）から3,770

kg（2.5％）に著しく減少しました。魚礁外漁

場でも310トンの漁獲が1肘トンに減っていま

す。

　平均値では，人工礁2,326kg（1.0％），大

型魚礁9,013 kg（3.7％），花梨魚礁11,680 kg

（4.8％）となり9.5％が魚礁での漁獲による

ものです。

3、漁獲努力量（ＣＰＵＥ）

　漁獲努力量とは，漁獲量を出漁日数で割った

１日１隻当りの漁獲量をいいます。大型，並

型魚礁では年別にみると，58年は24～17％合に

大幅な減少です。魚礁外漁場でも58年には59％

合に減りました。

　平均値では，人工礁53kg，大型魚礁64kg，花

型魚礁130晦で並型が多くなっています。

　標本船による漁獲割合と市場の水禍量から比

例配分法により魚礁漁場での年間推定漁獲量と

魚礁空�当り漁獲量を算出して第２表にかかげ

ました。

4.　推定漁獲量

　魚礁漁場では，昭和56年に527トン，57年

481トン，58年432トンと３ヵ年間で1,440ト

ン漁獲されたことになり，これは魚礁外漁場

の10％に相当します。人工礁と大型魚礁につい

ては，昭和56年からそれぞれ増加傾向にありま

すが，並型魚礁では逆に減ってきています。

5，　事　業　量

　事業量は設置魚礁の規模を表わしていますが

人工礁の場合，年々増大して昭和5G年の37,371

空�から58年の58,425空�へ156％台の伸びを

みせています。

６，空�当り年間推定漁獲量

　推定漁獲量を事業量で割った空�当り年間の

漁獲量は，人工礁漁場の場合，昭和56年の0.3

kgから58年の1.3kgと4.3倍にふえています。

大型魚礁での変化はみられませんが，並型魚礁

では69kgから30kgへ半分減っています。

　魚礁の集魚状況は，その時の海況や魚群の大

きさによって大きく変動します。また，魚礁の

設置場所，魚礁の投入配列と形状，規模などに

よっても集まる魚の種類や量も異なります。

　標本船による資料からは判断しかねますが，

まとめてみますと，魚礁漁場での利用状況は２

～３割ですが，順次増加しています。魚礁間の

比較では，大型魚礁が晨も良く，平均値では51

第２表　漁場別漁獲量･事業量・空�当り漁獲量（年間・推定）

年度 項　　　　　　目
魚　　　礁　　　漁　　　場 魚礁外

漁　　場人工礁 大型魚礁 並型魚礁 計

５６

年

度

漁　獲　量（トン）

事　　業　　量（空�）

空m8当り漁獲量（kg）

　　9.8

37,371

　　0.3

　151.2

13,660｀

　11.1

365.9

5,300

　69.0

　526.9

56,331

　　9.4

4,352.0

５７

年

度

漁　　獲　　量（トン）

事　　業　　量（空�）

空�当り漁獲量（kg）

　102.4

41,331

　　2.5

　261.2

13,660

　19.1

117.8

5,300

　22.2

481.4

60,291

　8.0

4,640.8

５８

年

度

漁　獲　量（トン）

事　　業　　量（空�）

空�当り漁獲量（kg）

　76.2

58,425

　　1.3

　196.9

16,750

　11.8

158.8

5,300

.30.0

　431.9

80,475

　　5.4

5,919.6

平

均

値

漁　　獲　　量（トン）

事　　業　　量（空�）

空�当り漁獲量（kg）

　62,8

45,709

　　1.4

　203.1

14,690

　13.8

214.2

5,300

　40.4

　480.1

65,699

　　7.3

4,970.8

＊漁獲量は推定値



％も占めています。人工礁は16％とわずかです

が，年々増加しています。

　一方，人工魚礁における空�当りの年間漁獲

星を推定した平均値では，人工礁1.4kg，大型

魚礁13.8kg，並型魚礁40､4kgの漁獲を得ました。

並型魚礁が最も良く，人工礁のほぼ30倍となっ

ています。

　人工礁および大型魚礁は，共同漁業権の区域

外に設置されるので，漁場も並型に比べて遠い

所にあります。また，事業の主体者が県で施工

も直接行うため，魚礁造成について状況の把あ

くが十分でないように思われます。このため，

造成後は，説明会を開いたりして利用者への普

及啓もうを図るとともに，漁具漁法の改良によ

り人工魚礁での生産効率を高めることが必要と

思われます。　　　　　　　　　　（原田昌幸）

魚介類の毒のはなし（その４）

　私達が食用にしている動植物の中には，その

一部に毒があったり，ある時期だけ毒をもった

りするものがあります。これらの食物は毒のあ

る部分を除いたり，利用する時期を限ったりし

て食べていますが，方法を誤ったり，知識が不

正確だったりして中毒事故を起こすことがよく

あります。水産物の中にもこのような種類があ

るため，今までも本誌を通じて紹介して含まし

たがj‘今回はプランクトンによる貝類の毒化に

ついて述べてみたいと思います。

　水産に携わる人ならば，プランクトンについ

ては改めて説明する必要はないと思いますが，

この海の基礎生産を支える生物群の中に赤潮を

起したり，貝を毒化したりするやっかいな種類

があります。一つはプロトゴニオラツクスと呼

ばれる種類（第１図）で麻ひ性貝毒を起すもの，

もう一つはディノフィシスと呼ばれる種類（第

２図）で下痢性貝毒を起します。

麻ひ性貝毒

　フグ毒によく似た急性の毒で，頭痛，めまい，

吐き気を伴い，重症の場合は呼吸麻ひ，心臓停

止により１日以内で死亡するといわれています。

アメリカやョ･一ロツパでは古くから知られてい

ましたが，我国で確認されたのは，昭和23年に

愛知県で起ったアサリによる中毒が最初で，今

までに５件93名の中毒患者が発生し，うち３名

が死亡しています。

　毒化する貝はホタテガイ，アサリ，マガキ，

ムラサ牛ｲｶﾞｲ，アカザラ，ヒオウギ等の二枚貝

で，北海道から九州まで広い範囲に亘って毒化

か起っています。可食部で4j与**以上の毒を

持つものは販売禁止となっていますが，各県で

　＊碧水14号,16号,23号

**ＭＵ：（マウスユニツト）体重20gのマウス

　を殺す毒力

は毒化の状況と原因プランクトンの出現状況を

調査し，出荷自主規制等の対策を行っています。

　本県では幸いなことに現在まで麻ひ性貝毒は

検出されていませんが，愛知県，三重県では毒

化か起こっており，本県でもムラサキイガイの調

査と原因プランクトンの調査を行っています。

　原因プランクトンの一種プロトゴニオラック

ス・タマレンシスは１／中に100～200個体存

在すると貝を毒化するといわれており，本県沿

岸でもこの種が発見されているため，今後引続

き調査する必要があると思われます。

下痢性貝毒

　昭和51年に宮城県で起こったムラサキイガイに

よる食中毒ではじめて発見された毒で，名前の

第１図　プロトゴニオラツクス

第２図　デイノフイシス



とおり下痢，嘔吐，腹痛が起こり，腸炎ビブリ

オに似ていますが，発症が短時間で発熱がない

ことで区別されます。発見以来20件以上900名

近い中毒患者の発生が報告されていますが，死

者はありません。

　毒化する貝は麻ひ性同様二枚貝で，ホタテガ

イ，アカザラ，ムラサ牛ｲｶﾞｲ，イガイ，マガ牛

アサリ，コタマガイ等が確認されています。下

痢性貝毒の規制値は可食部モ0.05 MU/g と定め

られており，麻ひ性同様貝の毒力と原因プラン

クトンのモニタリング調査により，出荷の自主

規制が行われています。

　原因プランクトンは，ディノフィシス，ホリ

ティー等のディノフィシス属で，我国沿岸に広

く分布しており，本県沿岸でも春先にかなりの

量が見られますが，貝の毒化は起こっていませ

ん。現在までに毒化か認められている海域は太

平洋側では茨城県以北，日本海側では新潟県以

北と北に片よっており，北日本ではディノフィ

シス，ホリティが１／中に200個体以上になる

と毒化がはじまるといわれていますが，干葉以

南では2oO個体//以上でも毒化は認められて

いません。

　貝毒の原因プランクトンは，海水の汚染とは

関係がなく，最近増加したものでもないようで

すが，なぜこれらの毒が最近になって問題化し

たのでしょうか，一つには他の中毒と混同され

ていたこともあるでしょうが，ホタテガイやヒ

オウギのように貝類の養殖が盛んになったこと，

ムラサ牛ｲｶﾞｲのように貝類の利用範囲が広がっ

たこと等もその原因の一つと考えられます。

　　　　　　　　　　　　　　　（馬場啓輔）

遠赤外線の水産物乾燥への応用

　遠赤外線とは

　太陽光線は，波長の短かい順から紫外線，可

視光線，赤外線に分けられます。さらに波長の

長いものをマイクロ波と呼び，これはおなじみの電

子レンジやマイク口演解凍装置等に使ｵ）れています。

　赤外線の波長は，第１図に示したように,0.76

～1,000μ,（マイクロ：１皿,の1,000分の1の

単位　の範囲にあると言われ，波長の短かい頭

から近赤外線，中間赤外線，遠赤外線，超遠赤

外線に区分され，遠赤外線は5.6～25μの波長

の範囲となっています。

　熱の伝わり方には，伝導，対流

及び熱放射（幅射）の三つがあり

ますが，熱線とも呼ばれる赤外線

の熱の伝わり方は幅射です。

　幅射の場合は，伝導や対流のよ

うに途中の媒体を加熱する必要が

なく，熱源から直接物体へ熱が伝

達され物体を温めてしまうので熱

効率が良く経済的と考えられてい

ます。

　食品への応用

　遠赤外線の食品への利用につい

ては，農林水産省食品総合研究所

が中心になって組織的に研究が開

始されましたが，その対象品目の

ガン７線

一つとしてお茶の乾燥研究が行われ，製品は香

味に優れているということでした。

　水産物については，焼竹輪，焼き抜き蒲鉾，

シシャモ塩干品等への応用が研究されています

が，本県特産品のサクラエビ，シラスの乾燥，

加熱等への応用も今後期待されます。

　アジの開き干しについては，当場で現在試験

中ですが，色，光択の良好な製品ができました

のでその概要を述べてみます。

　アジ塩干品の乾燥への応用試験

]プ線|

波長　0.2

近赤外線

0.76

紫外線

0.4

可視光線

中間赤外線

1.5

赤外線

0,76

遠赤外線

マイクロ波

1,000俯）

超遠赤外線

5.6 25

第１図　電磁波のスペクトル

第１表　専門業者の官能判定結果

1,000卵）

試　験　区 色の順位 光沢の順位 総合順位 パネラーの所見

温　風　区

遠　赤　区

天　日　区

２位

１

３

３位

２

１

２位

１

３

天日区は光沢はあるが赤色度

に欠ける。温風区は赤色度が

強すぎ不自然。遠赤区は色,光

沢とも中間的で良。



1.試験の方法

　遠赤外線ヒーターは，セラミツクスパネルヒ

ーターと呼ばれる。38×28×2cmのパネル面を

持つ，1KWの出力のものでした。これを簡単な

鉄製枠に放射面を下向きにして取りつけ，その

下に塩漬後のアジを肉面を上にして置く方式と

しました。

　この装置を業界の温風乾燥機内に設置し，温

風を送りながら遠赤外線を放射するという遠赤

区と，温風乾燥のみの温風区及び天日区の３種

類の試験区を設けました。

2.試験の結果

　製品の仕上り時間は，各試験区の乾燥程度を

みながら専門家が決定しましたが，遠赤区は25

分，温風区は45分，天日区は65分で，遠赤区は

かなり乾燥時間が短縮されました。

　各区の品質についての業界の判定結果を第１

表に示しました。まず商品としての総合判定順

位は，遠赤区が最も評価が高く，次いで温風区

天日区の順でありました。

　本誌17号で述べましたが，機械乾燥と天日乾

燥の違いは，前者は肉面の赤色度に優れ，後者

は光沢に優れるということでした。今回試験の

業界の判定結果もこれと同じ傾向でしたが，遠

赤区の評価が高かったのは両者の中間的な製品

であったためかもしれません。

　また表には示しませんでしたが，水試職員の

評価も肉面の赤色度の強い温風区，遠赤区の評

価が高く，専門業者の判定と良く一致していま

した。しかし食味に開しては各人意見が異なり，

外観判定でみられたような有意の差は認められ

ませんでした。

　以上のことから遠赤外線乾燥法は，塩千晶の

商品価値を左右する肉面の色調，光沢に優れて

いること，乾燥時間を短縮できること等の長所

を有していることがわかりました。

　しかしその熱の伝わり方が幅射であるため，

現在業界で行われているようにアジ開きを並べ

たセイロを晴み重ね横から送風するというよう

な乾燥方式は採れません。また電気エネルギー

の利用のためコスト高の心配もあり即実用化と

いう訳にはゆきませんので，この点についても

さらに検討を進めてみたいと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　（和田　　卓）

調査船の動き

○富士丸

　第５次南方カツオ調査（1拐26日～12月19日）

　第６次　　　〃　　　　拐28日～2月26日）

○駿河丸

11月13，14日

11月21，22日

11月29，30日

12月３，４日

12月６日

60年1月8,9,10日

１月16～19日

１月21.22日

１月脆25.26日

本　場

地先観測

サクラエビ調査

大規模砂泥域開発調査

地先観測

奥駿河湾水質調査

サバ調査

大規模砂泥域開発調査

地先観測

サバ調査

日 誌

　（12月）

　３日　食品産業協会振興委員会（静岡市）

　４日　地場産業体質強化事業委員会（沼津市）

　５日　分場長会議（本場）

　６日　お魚普及協議会料理講習会（金谷町）

　10日　予備監査（本場）

　ｎ日　第２回東海区長期漁海況予報会議

　　　　　　　　　　　　　　　　（沼津市）

11～12日太平洋中区栽培漁業推進協議会技術部会

　　　　　　　　　　　　（神奈川県藤沢市）

　14日　県水産業動向検討協議会（静岡市）

　　　　農林水産技術会議（静岡市）

　20日　開発型企業研究会（本場）

　　　　栽培清談理事業浙騎胎（新都）

　25日　前面海域検討会（浜岡町）

　28日　県鰹漁贈通信協議会（焼津市）

　（６０年１月）

　８日　鯖漁|労腿会議（沼津市）

　10目　定期監査（本場）

　　　　分場長会議（本場）

　16日　一都三県鯖漁海況検討会（千葉水試）

　18日　志太榛原地域スタッフ会議（藤枝市）

　　　　沿岸域漁業管理調査中央検討会

　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都）

　21日　60年度環境放射能調査計画打合会

　　　　　　　　　　　　　　　　（浜岡町）

　22日　中国潰乱省水産加工考察団一行来場（本場）

　23 R 員脂化予知手法顕帽酷会（鶴水研）

　26日　沼津魚仲組合講演会（沼津市）

　29日　浮魚礁技術委員会（東京都）

　30日　全国場長会（東京都）

30～31日水産業改良普及員一般研修（南伊豆町）
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